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１．背景・趣旨 

第204回通常国会において成立した自然公園法の一部を改正する法律（令和３年法律第29

号。以下「改正法」という。）において、利用に関する規制対象行為に、野生動物（鳥類又

は哺乳類に属するものに限る。）に餌を与えることその他の野生動物の生態に影響を及ぼす

行為で政令で定めるものであって、国立公園及び国定公園（以下「国立公園等」という。）

の利用に支障を及ぼすおそれのあるものを行うことを追加したところであり、改正法の施

行に向け、自然公園法施行令（昭和32年政令第298号。以下「令」という。）において、所

要の規定を整備する。そのほか、自然公園制度を取り巻く状況の変化等を踏まえ、所要の改

正を行うもの。 

 

２．改正の概要 

（１）公園事業となる施設の種類の追加について（令第１条関係） 

令第１条に規定する公園事業となる施設の種類として、自動車に動力源としての電気を

供給するための施設等を追加することとする。 

 

（２）特別地域及び特別保護地区における許可を要する行為の追加について（令第３条及び

第４条関係） 

国立公園等の特別地域（自然公園法（昭和 32 年法律第 161 号。以下「法」という。）第

20 条第１項に規定する特別地域をいう。）及び特別保護地区（法第 21 条第１項に規定す

る特別保護地区をいう。）における許可を要する行為として、環境大臣が指定する道路（主

として歩行者の通行の用に供するものであって、舗装がされていないものに限る。）にお

いて車馬を使用する行為を追加することとする。 

 

（３）野生動物の生態に影響を及ぼす行為に関する規定の整備について（令第６条関係） 

改正法により、利用のための規制の対象行為が追加されたことから（改正法による改正

後の法第 37 条第１項第３号）、同号に規定されている野生動物の生態に影響を及ぼす行為

で政令で定めるものとして、野生動物（法第 37 条第１項第３号に規定する野生動物をい

う。）に餌を与えること、及び当該野生動物に著しく接近し、又はつきまとうことを規定

することとする。 

 

（４）都道府県知事を経由する協議の申出等に係る規定の削除について（令附則第６項関係） 

法に規定する環境大臣の権限に属する事務の一部で、令附則第３項の指定区域に係るも

のは、都道府県知事が事務を行うこととされており（令附則第３項）、当該指定区域にお

ける法第 10 条第２項の協議の申出、同条第３項の認可の申請、法第 20 条第３項の許可の

申請等は、指定区域が属する都道府県知事を経由しなければならないこととされている

（令附則第６項）が、これを規定している令附則第６項を削除することとする。 

 

３．施行期日 

令和４年４月１日（予定） 


